
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 春野 小学校 ）     学校番号 ７８                            【様式】 
目 指 す 学 校 像  元気いっぱい 笑顔いっぱい 感動いっぱい 春野っ子        

          

重 点 目 標 

１ 学ぶ楽しさや喜びを味わい、互いに磨き合うことができる学校 
２ 安全に配慮し、美しく整えられた環境づくりがなされている学校 
３ 家庭・地域との連携を深め、地域と共に生きる学校 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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（現状） 
○全国学力・学習状況調査では、国語科では、漢
字の使い分けや情報同士の関わりをとらえるこ
と、文章にまとめる問題、指定された条件の読
み取りに課題が見られた。算数科では、データ
の活用、面積の大小を判断し、理由を記述する
問題において特に課題が見られた。 

○市の学習状況調査においては、「思考判断表
現」や、「話すこと書くこと」に課題が見られ
た。 

（課題） 
○中学年での無回答数が高い。国語算数ともに、
全無回答の半数において、その２／３が、およ
そ１割の児童によるものであった。全体への指
導とともに、少数の児童への個別対応を進めて
いく必要がある。 

○主体的に学習に取り組んでいると感じている児
童は多いが、成果が見えてこない。 

・ 学 び の 自 律
化・探究化に
向 け 授 業 改
善、情報端末
の活用 

 
 
 
 
 

①朝学習の時間を、全学年で計画的に設
定し、週報や日報を通じて、確実に
実施する。 

②高学年での情報端末の持ち帰りを開始
し、個に応じての反復練習を行うと
ともに、自らが主体的に学習に取り
組む習慣を身に付ける。 

①学校運営評価の保護者アンケートにお
いて「基礎学力を高めるために工夫し
た学習指導を行っている」について肯
定的な回答をする保護者の割合が８
０％以上となったか。 

②高学年での情報端末の持ち帰りの実施
状況調査を行い、持ち帰り率７割、利
用率７割を達成する。 

①朝学習の時間における基礎学力の定着を図
る学習はほぼ計画通り実施できた。アンケ
ート結果は、７２．６％となり、昨年度を
やや下回った。 

②高学年とかがやき学級での端末の持ち帰り
は、約９割実施できた。利用率は、約８割
であった。 

Ｂ 

①朝学習の時間における基礎学力の向
上（ＩＣＴ，読書、ドリル）の取組
は定着してきたが、今後は、質的部
分の向上を工夫していく。 

②端末の取り扱いにも慣れ、活用が進

んでいる。今後は、紙と端末の効果

的な使用場面について、工夫改善を

行う。  

・勉強会は、どのように募集や

声かけをしているのか。よい

取組なので、引き続き、取り

組んでほしい。 

 

・特に、活字ばなれが言われて

いる今、読書の時間は大切だ

と考える。来年度は、より一

層の朝読書の拡充を望みた

い。落ち着いた一日の始まり

という点でも有効だと思う。 

・学ぶ楽しさを
実感し、学習
習慣を身に付
ける教育活動
の工夫・改善 

 

①長期休業中に、高学年児童対象に個に
応じた勉強会を実施し、苦手分野の克
服を行い、学習への意欲を向上させる
とともに自己肯定感を高める。 

②算数の授業において、習熟度別学習
や、少人数指導を推進していくこと
で、学習への意欲と達成感を高める。 

①長期休業中に、高学年児童対象の勉強
会を２回以上実施する。 

②算数の授業において、習熟度別学習
と、少人数指導を実施し、本校独自の
基礎学力調査アンケートにおいて、主
体的に学習に取り組む態度と技能の定
着について、肯定的評価を８０％以上
を達成する。 

①夏季休業中における、高学年児童対象の勉
強会を２回（７月末、８月末）実施でき
た。７月末は延べ３０名の児童が参加した
が、８月末の参加人数は、少なかった。 

②高学年を中心に、児童の実態に応じた算数
のＴ１Ｔ２の複数教員による指導を実施す
ることができた。アンケートの肯定的評価
結果は、８１％であった。 

Ｂ 

①夏季休業中の勉強会は、時期によっ
て、参加率が大きく変わる。参加さ
せたい児童をどのように参加させる
かについて検討していく。 

②算数の学力向上のため、少人数指導
教諭を高学年で活用した。引き続
き、継続していく。 
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（現状） 
○全国学力・学習状況調査において、「学校に行
くのが楽しい」の質問に肯定的な回答をした児
童の割合は、全国、市平均をやや上回ってい
る。 

○昨年度、施設・設備の不具合等が主な原因と考
えられる児童のけが、救急搬送を伴うもの、交
通事故は０件であった。 

（課題） 
○各学級に在籍する、指導に配慮を要する児童に
対して、支援の拡充を求める地域・保護者の要
望が多い状況である。さらなる支援が必要であ
る。また、その実現のための組織つくり、校内
環境整備を推進していく必要がる。 

 

・児童一人ひと
りへの細やか
な教育支援・
相談に向けた
校内体制充実 

 環境整備 
 
 

①教育相談日の日数を増やし、専門職と
の連携を深め、保護者への需要に対
応していく。 

②校内教育支援センター「つながる～む
（Sola ルーム）」を設置し、保護者
に周知することで、保護者の需要に
対応していく。 

①教育相談の研修を充実することで、教
員のカウンセリング技能の向上をはか
る。また、専門職とも連携を図り、児
童・保護者への支援体制を充実させ
る。教育相談日の利用者数を昨年比３
割増加する。 

②「つながる～む」の利用希望に対応
し、アンケートにおいて、肯定的な評
価を得ることができる。 

 

①教育相談の研修を行い、教員の指導力向上
を行うことができた。また、ＳＣ、ＳＳ
Ｗ、さわやか相談員とも定期的に情報交換
を行い、ニーズの把握に努めた。教育相談
日の周知方法を工夫したが、利用者数は、
昨年度とほぼ同程度であった。 

②「つながる～む」の利用を開始し、継続的

な利用を行うことができた。 

 

 

 

 

Ｂ 

①次年度は、スクリレ等により、教育
相談日の周知を行い、利用率の向上
を図る。 

②通級指導教室ともにに、「つながる

～む」の本格運用に向け、教室環境

を整え、周知方法を工夫する。 

 

・教育相談体制のより一層の充

実を図ってほしい。以前はも

っと活用されていたように思

う。そのためには、広報や周

知の工夫が必要である。 

 

・登下校中のトラブルは、気を

付けていってほしい。遅くま

で外で遊んでいる子どもたち

も時々、見られる。地域の声

かけも、重要である。 

 

・安全な生活の
実現に主体的
に取り組む児
童の育成に向
けた教育活動
の充実 

 
 

①登下校・校内におけるケガの発生場
所、件数、原因などを分析し、教職
員・児童・保護者と結果を共有でき
るようにする。 

②「学校保健委員会」や「学校運営協議
会」において、児童が主体となった
ＰＲ活動を行う。 

①児童委員会とも連携し、児童が主体的
に取り組む活動を計画的に実施する。 

 
②学校運営評価の保護者アンケートで
「学校は環境を整え、落ち着いた学校
づくりに取り組んでいる」の肯定的な
回答の割合が８０％以上となったか。 

①養護教諭、保健委員会とも連携し、ケガの
発生場所、件数、原因、学年などを「ケガ
マップ」として掲示し、保健コーナーの充
実を図り、児童の意識を高めることができ
た。 

②児童主体の会議への参加を行うことができ
た。アンケートの肯定的評価は７２．６％
であった。 

 

 

 

Ｂ 

①児童の大きなけがや事故、救急搬送
などはなく、安全点検の修繕も継続
的に行っている。引き続き、環境整
備を行っていく。 

②安全な登下校について、トラブルや
苦情が寄せられることがある。安全
指導について、改善を図る。 
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（現状） 
○目指す児童の姿について、ＰＴＡや地域の方々
と、共通理解を図り、検討を積み重ね、春野小
の児童を地域全体で育てていくことを共有し
た。 

（課題） 
○ＰＴＡ役員会や学校運営協議会で共有した目指
す児童の姿を、家庭、地域に広め、地域に住
み、地域に集う全ての人々と共有できるように
する。また、児童に育てたい力についてさらに
検討し、その実現に向けた方策を定め、継続的
な行動に向けて取り組む。 

・目指す児童の
姿を地域全体
で共有するた
め の 教 育 活
用、教育活動
の充実 

①ＰＴＡや地域行事に、本校職員が参加
することで、学校とＰＴＡの連携を強
化し、保護者・地域と一体になって児
童を育てる姿勢を明確にする。 

②学校行事やお手紙等について、アプリ
やＨＰで周知し、学校の教育活動や児
童の成長に対する関心を高める。 

①教職員が、一人年１回以上、ＰＴＡや
地域の行事に参加する。 

②学校運営評価の保護者アンケートで、
「学校では家庭への連絡をきめ細かく
行っている」と回答する割合が８０％
以上となったか。 

①教職員のＰＴＡ・地域行事への参加（一人
年一回以上）を推進することができた。 

②スクリレ配信による広報の工夫を推進し、

定着させることができた。アンケートの肯

定的評価は、８４．２％であった。 

Ａ 
①ＰＴＡ・地域行事への参加が増えた
のは、とてもよかった。引き続き、
協働意識を高めていきたい。 

②デジタル化をさらに、推進すること
で、保護者・利用者の利便性を高め
ていく。 

 

・様々なことが「見える化」さ

れてきており、とてもよいこ

とである。連携がより円滑に

進み、トラブル等の未然防止

にもつながっている。 

 

・担任が指導に委縮することの

ないように、もっと毅然とし

て、自信をもって指導をして

よい。何事も、初期対応はや

はり、とても重要である。 

・児童の自律と
望ましい人間
関係の構築に
つながる、継
続的な取組に
向けた異学年
交流、集団活
動の充実 

①異学年交流について、各学年に応じた
目標を設定し、各リーダーを中心とし
た「なかよしタイム（縦割り活動）」
を実施する。 

②集団活動について、オンライン形式と
併用しながら、リアルでの集会を推進
し、児童の自覚と責任感を醸成する。 

①学校自己評価に係る保護者アンケート
で「子どもに思いやりのある心が育っ
ている」の肯定的な回答の割合が８
０％以上となったか。 

②異学年交流や、集団活動を推進したこ
とで、児童がその学年に応じた自覚と
責任感をもてたと教職員が実感するこ
とができたか。 

①異学年交流を行い、なかよしタイムを３回
実施することができた。アンケートの肯定
的評価は、８１．１％であった。 

②目的に応じて、オンラインと参集による活
動を併用することで、児童会活動を推進す
ることができた。児童の肯定的評は、７
６．４％であった。 

Ｂ 

①異学年交流について、学年に応じた
目的意識を明確にし、内容の工夫改
善を行う。を継続的に実施し、学年
に応じた目的意識を高めていく。 

②行事について、オンラインと参集を
効果的に組み合わせ、達成感と満足
感を味わわせられるような内容を工
夫する。 
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（現状） 

○情報端末をはじめとしたＩＣＴの活用方法や学

習活動について、研修や研究授業等において

も、活用事例を蓄積してきた。 

（課題） 

○ＩＣＴの活用や学習指導の工夫について、教員

間で取組や意識の差が見られる。誰もが、無理

なく働き甲斐をもって、学び続けることができ

る職場環境へと工夫改善を進める。 

・一人ひとりが

持ち味を発揮

し、強みを発

揮し、弱点を

カ バ ー し あ

う、誰もが居

心地のよい集

団の創造 

①年間を通して組織的にエバンジェリス

トと研究主任を中心として、全ての教

員の指導力を向上させる。 

②個人研究型の校内研修を推進し、一人

ひとりの教員が年間を通して取り組む

授業改善の目標を設定し、目標達成に

向けて、研究授業・協議会をブロック

学年で１回ずつ実施する。 

①全ての教員が「主体的・対話的で深い

学び」の実現を目指し、日常的にＩＣ

Ｔを活用する状況になったか。 

②個人研究型の校内研修に取り組んだこ

とで、教職員へのアンケート結果にお

いて、８０％以上の教員が肯定的な評

価を達成することができたか。 

 

①ＩＣＴやタブレットに関する教員の指導力

向上のための研修を３回実施し、キャンバ

等の活用が進んだ。また、研究授業等で、

積極的に活用を行ったことで、効果的な使

用方法についての理解が深まった。 

②個人研究型の校内研修については、公開授

業は実施できたが、研究授業については実

施できなかった。初めての試みであった

が、肯定的評価は８０％で、概ね好意的で

あった。 

Ｂ 

①ＩＣＴやタブレット関する指導方法

の工夫改善研修を引き続き、実施

し、指導力向上を行っていく。ま

た、ＩＣＴ部を中心に、公開授業を

行うなど、周知方法について、工夫

改善を図る。 

②教員自らが主体的に学び、深めてい

く校内研修の方法や内容について、

より一層の研修の工夫改善を行う。 

 

 

・教師がゆとりをもってこそ、

よい教育や指導ができるもの

と考える。引き続き、教師に

ゆとりをもたせてほしい。 

 

・ＩＣＴ・タブレットの活用は

今後、ますます必要になって

くる。紙と併用して、それぞ

れの良さを生かしてほしい。 

 


